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◇ 郷土資料紹介 ◇

今回は、「プラウ」について紹介します。

プラウは「洋犂(ようすき)」とも書き、日本

古来の和犂(わすき)にかわって北海道に

普及した畜力耕具です。

プラウなど西洋農機具が北海道に入っ

てくるのは明治初年のことで、箱館近郊

の七重村(現在の七飯町)に持ち込まれま

した。

プラウは、馬に引かせて使用するため、

手鋤(てすき）や鍬で土を耕すよりも、作業

が楽になりました。

プラウには、「新墾プラウ」と「再墾プラ

ウ」があり、「新墾プラウ」は、新しい土地

耕すときに使用されていました。

「再墾プラウ」は、一度耕した田畑の土

を起こすために使用されました。

◇ 郷土資料の寄贈がありました ◇

写真：資料館に展示している「再墾プラウ」

９月30日(木)、歌別地区の方より、
「茶箱」(高さ＝41.6㎝、横幅＝53.6
㎝、奥行＝36.1㎝）１箱の寄贈を受け
ました。

写真上下：寄贈された「茶箱」

来館をお待ちしています

８月27日(金)から臨時休館となってい
ましたが、10月１日(金)から再開しまし
た。
資料館を訪れる際には、「新型コロナ

ウイルス感染症」の予防対策(マスク着用
等)をとってお越しください。
新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、「図書コーナー」及び「キッズルー
ム」の利用はできません。
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地名の由来 ～ エリモ（襟裳） ～

原名「エンルム」(Enrum)が転訛して
「エリモ」となったものと考えられま
す。語源は「エン・ルム」(En-rum 突
き出た・頭)、すなわち「岬」という
意味です。
しかし、「エリモ」の語源を「エル

ム」(Erum ねずみ)に求める説もあり
ます。
例えば、松浦日誌は「名義、鼠の儀、

此岬遠くより眺む時、鼠の伏たる如き
故號る也と。本名ヲンネエンルムと
云」とあります。
「オンネエンルム」(Onne-enrum)の

「オンネ」は「老いた」「大きい」と
いう意味であり、その鼠が伏せたよう
に、岬の形状が鼠の頭のように突き出
ているという理由によるものです。
永田地名解も、これを引用して

「Onneenrum オンネエンルム 老大
ノ岬、エリモ岬の原名」と書かれてい
ます。
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写真：平成22年(2010)８月に国指定文化財名勝に
指定された「襟裳岬」

カブトムシは、甲虫目コガネムシ科
カブトムシ属に分類される昆虫です。
本州・四国・九州が原産地の昆虫で

すが、もともと北海道に生息していな
い国内外来種で、ペットや養殖のため
に持ち込まれた生き物が逃げ出し野生
化しています。
北海道での初確認は、昭和11年

(1936年)に大沼周辺での記録が最も古
く、道内への本格的な定着は、昭和45
年代頃(1970年代頃)からと推測されて
います。
えりも町では、令和元年(2019年)８

月18日、目黒地区で初確認されました。
北海道にもともと生息していない生

物を自然に放すと、生態系（自然環
境）への悪影響が懸念されますので、
一度飼い始めたら最後まで飼いましょ
う。

写真：北海道に生息しているカブトムシは、国内
外来種です。


